
 

１－１ 
 

議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

 

 

知事からの意見聴取について 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条の規定により知事から意見

を求められた令和５年 11月定例府議会に提出予定の次の議案については、異議

がないものと決定する。 

 

令和５年 11月 13日 

 

 

大阪府教育委員会       

 

〇予算案 

 １ 令和５年度大阪府一般会計補正予算（第４号）の件（教育委員会関係部分） 

 

〇事件議決案 

 １ 工事請負契約締結の件（大阪府立中央図書館書庫整備改修工事） 

 ２ 動産買入れの件（プロジェクター及びプロジェクター投影対応黒板等） 

 ３ 動産買入れの件（机、椅子、棚その他の物品） 

 

〇条例案 

１ 職員の給与に関する条例等一部改正の件 

 

 

＜参考＞ 

  〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  （教育委員会の意見聴取） 

   第 29条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務

に係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を

経るべき事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見を

きかなければならない。 

 



    １億１，１６４万２千円

５，４８５億５，７３８万５千円

５，４８６億６，９０２万７千円

上段 補正額

中段 補正前予算額

下段 補正後予算額

事 業 名
事業内容
の 説 明

私 立 学 校 光 熱 費 1億305万6千円

高 騰 対 策 支 援 事 業 費 1億556万円

2億861万6千円

 

公 の 施 設 運 営 費 858万6千円

5,028万4千円

5,887万円

 

 

 

 

教育庁  令和５年度一般会計補正予算案（第４号）の概要

一般会計

第４号補正予算額

補正前予算額

補正後予算額

 光熱費や教材費などの高騰により学校運営に影響を及ぼしているこ
とから、教育の質を維持し低下を招かないために、学校設置者への支
援を行う。

〔 一 般 会 計 〕

事 業 費

 公の施設における電気・ガス代の高騰対策を行う。

私立学校に

関する事業

であるため

協議の対象

外

1-2



1-3 

○事件議決案 

番号 件     名 概          要 

１ 

工事請負契約締結の

件（大阪府立中央図

書館書庫整備改修工

事） 

大阪府立中央図書館書庫整備改修工事請負契約 

 契約金額 ８億５,２５０万円 

 請 負 者 株式会社中道組 

 

 ２ 

動産買入れの件（プ

ロジェクター及びプ

ロジェクター投影対

応黒板等） 

府立中学校及び府立高等学校に設置するプロジェク

ター及びプロジェクター投影対応黒板等 
買入れ金額 ２２億７０４万円 
買入れ先  アイリスチトセ株式会社  

３ 

動産買入れの件（机、

椅子、棚その他の物

品） 

 大阪府立出来島支援学校において使用する机、椅子、

棚その他の物品 
買入れ金額 １億７，８５９万８，２００円 
買入れ先  株式会社ウチダシステムズ 

 
○条例案 

番号 件     名 概          要 

１ 

職員の給与に関す

る条例等一部改正

の件 

令和５年１０月の人事委員会の勧告等を踏まえ、所要

の改正を行う。 

〔主な改正内容〕 
・初任給及び若年層に重点を置いた給料月額の引上げ 
・初任給調整手当の上限の引上げ 
〔改正前〕 月額２５１，２００円 
〔改正後〕 月額２５１，７００円 

・期末手当の引上げ 
 〔改正前〕１．２００月 
〔改正後〕１．２２５月 

・勤勉手当の引上げ 
 〔改正前〕１．０００月 
〔改正後〕１．０２５月 

   施行日：公布の日 
〔関係条例〕 

 ・職員の給与に関する条例 

・職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例 

・一般職の任期付研究員の採用等に関する条例 

・一般職の任期付職員の採用等に関する条例 

 
 

 
 
 



１－４ 

第 号議案 

   工事請負契約締結の件 

 大阪府立中央図書館書庫整備改修工事請負契約を次のとおり締結する。 

  令和５年 月 日提出 

大 阪 府 知 事  吉  村  洋  文   

 契約金額  852,500,000円 

 請 負 者  住所 大阪市都島区片町一丁目３番４号 

名称 株式会社中道組 代表取締役 中 道 正 伸 



第 号議案 

動産買入れの件 

大阪府立中学校及び大阪府立高等学校において使用するプロジェクター、プロジェクター投影対応黒板等を次の

とおり買い入れる。 

令和５年11月 日提出 

大 阪 府 知 事  吉  村  洋  文   

 買入れ金額  2,207,040,000円 
 買 入 れ 先  住所 大阪市中央区東心斎橋一丁目20番16号 
        名称 アイリスチトセ株式会社 官公庁事業部関西営業所長 藤 井 惇 平 

１－５ 



１－６ 

第 号議案 

動産買入れの件 

大阪府立出来島支援学校において使用する机、椅子、棚その他の物品を次のとおり買い入れる。 

令和５年11月  日提出 

大 阪 府 知 事  吉  村  洋  文   

 買入れ金額  178,598,200円 

 買 入 れ 先  住所 大阪市中央区大手前一丁目７番31号ＯＭＭビル15階 
        名称 株式会社ウチダシステムズ 大阪支社長 仲 村 敏 雅 
 

 
 
 
  



大 阪 府 条 例 第    号  
   職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条  職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

  別 表 第 一 か ら 別 表 第 六 ま で を 次 の よ う に 改 め る
。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改 正 後  改 正 前  

  
（ 初 任 給 調 整 手 当 ） 

第 十 二 条  （ 略） 
 一  医 療 職 給 料 表（ 一 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 の

職 及 び こ れ に 準 ず る 職 の う ち
、

採 用 に よ る 欠

員 の 補 充 が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 職 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の  月 額 二 十 五 万

千 七 百 円  
 二 ・ 三  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 
 
（ 災 害 派 遣 手 当 ） 

第 二 十 条  災 害 派 遣 手 当 は
、

災 害 対 策 基 本 法（ 昭

和 三 十 六 年 法 律 第 二 百 二 十 三 号 ） 第 三 十 二 条 第

一 項（ 武 力 攻 撃 事 態 等 に お け る 国 民 の 保 護 の た

め の 措 置 に 関 す る 法 律（ 平 成 十 六 年 法 律 第 百 十

二 号 ） 第 百 五 十 四 条 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等

対 策 特 別 措 置 法（ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 三 十 一

号 ） 第 二 十 六 条 の 八 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す

る 場 合 を 含 む
。 ） 及 び 大 規 模 災 害 か ら の 復 興 に

関 す る 法 律（ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 五 十 五 号 ） 第

五 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 職 員 で
、

住 所 又 は 居

所 を 離 れ て 府 の 区 域 内 に 滞 在 す る も の に 対 し

て 支 給 す る
。  

２  （ 略） 

（ 初 任 給 調 整 手 当 ） 

第 十 二 条  （ 略） 
 一  医 療 職 給 料 表（ 一 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 の

職 及 び こ れ に 準 ず る 職 の う ち
、

採 用 に よ る 欠

員 の 補 充 が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 職 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の  月 額 二 十 五 万

千 二 百 円  
 二 ・ 三  （ 略） 

２ ・ ３  （ 略） 
 
（ 災 害 派 遣 手 当 ） 

第 二 十 条  災 害 派 遣 手 当 は
、

災 害 対 策 基 本 法（ 昭

和 三 十 六 年 法 律 第 二 百 二 十 三 号 ） 第 三 十 二 条 第

一 項（ 武 力 攻 撃 事 態 等 に お け る 国 民 の 保 護 の た

め の 措 置 に 関 す る 法 律（ 平 成 十 六 年 法 律 第 百 十

二 号 ） 第 百 五 十 四 条 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等

対 策 特 別 措 置 法（ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 三 十 一

号 ） 第 四 十 四 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場

合 を 含 む
。 ） 及 び 大 規 模 災 害 か ら の 復 興 に 関 す

る 法 律（ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 五 十 五 号 ） 第 五 十

六 条 第 一 項 に 規 定 す る 職 員 で
、

住 所 又 は 居 所 を

離 れ て 府 の 区 域 内 に 滞 在 す る も の に 対 し て 支

給 す る
。  

２  （ 略） 
  

１－７ 



（ 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 
第 二 条  職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 大 阪 府 条 例 第

四 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 期 末 手 当 ） 

第 二 条  （ 略） 

２  期 末 手 当 の 額 は
、

期 末 手 当 基 礎 額 に
、

百 分 の

百 二 十 二 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額（ 給 与 条 例 第 三 条

第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 行 政 職 給 料 表 の 適 用

を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が 五 級 以 上 で あ

る も の 並 び に 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で に 規

定 す る 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務

の 複 雑
、

困 難 及 び 責 任 の 度 等 が こ れ に 相 当 す る

も の（ こ れ ら の 職 員 の う ち
、

人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 職 員 を 除 く
。

第 五 条 第 二 項 に お い て「 特

定 管 理 職 員」 と い う
。 ） に あ つ て は 百 分 の 百 二 ・

五 を 乗 じ て 得 た 額
、

給 与 条 例 第 三 条 第 一 項 第 六

号 に 規 定 す る 指 定 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職

員 （ 以 下 「 指 定 職 給 料 表 適 用 職 員」 と い う
。 ）

に あ つ て は 百 分 の 六 十 五 を 乗 じ て 得 た 額 ） に
、

基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お け る そ の 者

の 在 職 期 間 の 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ
、

当

該 各 号 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る
。

た

だ し
、

基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し
、

又 は 死 亡

し た 職 員 の う ち 当 該 退 職 又 は 死 亡 の 際 に 給 与

条 例 第 二 十 九 条 第 二 項 本 文
、

第 三 項
、

第 五 項 又

は 第 六 項 に 規 定 す る 職 員 で あ つ た も の に つ い

て は
、

本 文 の 規 定 に よ り 算 出 し た 額 に 当 該 各 項

に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る
。  

 一 ― 四  （ 略） 

３  地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 職 員（ 以 下「 定 年 前 再 任 用 短

時 間 勤 務 職 員」 と い う
。 ） に 対 す る 前 項 の 規 定

の 適 用 に つ い て は
、

同 項 中 「 百 分 の 百 二 十 二 ・

五」 と あ る の は「 百 分 の 六 十 八 ・ 七 五」 と
、「 百

分 の 百 二 ・ 五」 と あ る の は「 百 分 の 五 十 八 ・ 七

五」 と
、 「 額
、

給 与 条 例 第 三 条 第 一 項 第 六 号 に

規 定 す る 指 定 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員（ 以

下 「 指 定 職 給 料 表 適 用 職 員」 と い う
。 ） に あ つ

て は 百 分 の 六 十 五 を 乗 じ て 得 た 額」 と あ る の は

「 額」 と す る
。  

４ ― ７  （ 略） 
 
（ 勤 勉 手 当 ） 

第 五 条  （ 略） 

２  （ 略） 
 一  （ 略） 
  イ  ロ に 掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員  当 該 職 員

の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が そ れ ぞ れ

そ の 基 準 日 現 在（ 退 職 し
、

又 は 死 亡 し た 職

員 に あ つ て は
、

退 職 し
、

又 は 死 亡 し た 日 現

在
。

次 項 に お い て 同 じ
。 ） に お い て 受 け る

べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

（ 期 末 手 当 ） 

第 二 条  （ 略） 

２  期 末 手 当 の 額 は
、

期 末 手 当 基 礎 額 に
、

百 分 の

百 二 十 を 乗 じ て 得 た 額（ 給 与 条 例 第 三 条 第 一 項

第 一 号 に 規 定 す る 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が 五 級 以 上 で あ る も の

並 び に 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で に 規 定 す る

給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 複 雑
、

困 難 及 び 責 任 の 度 等 が こ れ に 相 当 す る も の（ こ

れ ら の 職 員 の う ち
、

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職

員 を 除 く
。

第 五 条 第 二 項 に お い て「 特 定 管 理 職

員」 と い う
。 ） に あ つ て は 百 分 の 百 を 乗 じ て 得

た 額
、

給 与 条 例 第 三 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る

指 定 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員（ 以 下「 指 定

職 給 料 表 適 用 職 員」 と い う
。 ） に あ つ て は 百 分

の 六 十 二 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 ） に
、

基 準 日 以 前

六 箇 月 以 内 の 期 間 に お け る そ の 者 の 在 職 期 間

の 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ
、

当 該 各 号 に 定

め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る
。

た だ し
、

基 準

日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し
、
又 は 死 亡 し た 職 員 の

う ち 当 該 退 職 又 は 死 亡 の 際 に 給 与 条 例 第 二 十

九 条 第 二 項 本 文
、

第 三 項
、

第 五 項 又 は 第 六 項 に

規 定 す る 職 員 で あ つ た も の に つ い て は
、

本 文 の

規 定 に よ り 算 出 し た 額 に 当 該 各 項 に 定 め る 割

合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る
。  

 一 ― 四  （ 略） 

３  地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 職 員（ 以 下「 定 年 前 再 任 用 短

時 間 勤 務 職 員」 と い う
。 ） に 対 す る 前 項 の 規 定

の 適 用 に つ い て は
、

同 項 中「 百 分 の 百 二 十」 と

あ る の は「 百 分 の 六 十 七 ・ 五」 と
、「 百 分 の 百」

と あ る の は「 百 分 の 五 十 七 ・ 五」 と
、「 額
、

給 与

条 例 第 三 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 指 定 職 給

料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員（ 以 下「 指 定 職 給 料 表

適 用 職 員」 と い う
。 ） に あ つ て は 百 分 の 六 十 二 ・

五 を 乗 じ て 得 た 額」 と あ る の は「 額」 と す る
。  

 

４ ― ７  （ 略） 
 
（ 勤 勉 手 当 ） 

第 五 条  （ 略） 

２  （ 略） 
 一  （ 略） 
  イ  ロ に 掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員  当 該 職 員

の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が そ れ ぞ れ

そ の 基 準 日 現 在（ 退 職 し
、

又 は 死 亡 し た 職

員 に あ つ て は
、

退 職 し
、

又 は 死 亡 し た 日 現

在
。

次 項 に お い て 同 じ
。 ） に お い て 受 け る

べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地
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（ 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条  一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 大 阪 府 条 例 第

七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百

分 の 百 二 ・ 五 （ 特 定 管 理 職 員 に あ つ て は
、

百 分 の 百 二 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総

額  
  ロ  指 定 職 給 料 表 適 用 職 員  当 該 職 員 の 勤

勉 手 当 基 礎 額 に 百 分 の 百 五 を 乗 じ て 得 た

額 の 総 額  
 二  前 項 の 職 員 の う ち 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤

務 職 員  当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 百 分

の 四 十 八 ・ 七 五 （ 特 定 管 理 職 員 に あ つ て は
、

百 分 の 五 十 八 ・ 七 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額  

３ ― ６  （ 略） 

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百

分 の 百（ 特 定 管 理 職 員 に あ つ て は
、

百 分 の

百 二 十 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額  
 
  ロ  指 定 職 給 料 表 適 用 職 員  当 該 職 員 の 勤

勉 手 当 基 礎 額 に 百 分 の 百 二 ・ 五 を 乗 じ て 得

た 額 の 総 額  
 二  前 項 の 職 員 の う ち 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤

務 職 員  当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 百 分

の 四 十 七 ・ 五（ 特 定 管 理 職 員 に あ つ て は
、

百

分 の 五 十 七 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額  

３ ― ６  （ 略） 
  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 給 与 の 特 例 ） 

第 五 条  （ 略） 

給
料
月
額

 

円
 

40
4
,0

0
0
 

46
7
,0

0
0
 

53
2
,0

0
0
 

61
4
,0

0
0
 

71
6
,0

0
0
 

81
8
,0

0
0
 

号
給

 

 １
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

２  （ 略） 

給
料
月
額

 

円
 

33
7
,0

0
0
 

37
3
,0

0
0
 

40
1
,0

0
0
 

号
給

 

 １
 

２
 

３
 

３ ― ６  （ 略） 
 
（ 給 与 条 例 等 の 適 用 除 外 等 ） 

第 六 条  （ 略） 

２  （ 略） 

３  第 一 号 任 期 付 研 究 員 及 び 第 二 号 任 期 付 研 究

員 に 対 す る 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関

す る 条 例 第 二 条 第 二 項 及 び 第 五 項 の 規 定 の 適

用 に つ い て は
、
同 条 第 二 項 中「 百 分 の 百 二 十 二 ・

五」 と あ る の は「 百 分 の 百 七 十」 と
、

同 条 第 五

項 中「 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で に 規 定 す る 給

料 表」 と あ る の は「 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で

並 び に 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す

る 条 例（ 平 成 十 三 年 大 阪 府 条 例 第 七 十 号 ） 第 五

条 第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 給 料 表」 と す

る
。  

（ 給 与 の 特 例 ） 

第 五 条  （ 略） 

給
料
月
額

 

円
 

40
1
,0

0
0
 

46
3
,0

0
0
 

52
8
,0

0
0
 

60
9
,0

0
0
 

71
0
,0

0
0
 

81
2
,0

0
0
 

号
給

 

 １
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

２  （ 略） 

給
料
月
額

 

円
 

33
4
,0

0
0
 

37
0
,0

0
0
 

39
8
,0

0
0
  

号
給

 

 １
 

２
 

３
 

３ ― ６  （ 略） 
 
（ 給 与 条 例 等 の 適 用 除 外 等 ） 

第 六 条  （ 略） 

２  （ 略） 

３  第 一 号 任 期 付 研 究 員 及 び 第 二 号 任 期 付 研 究

員 に 対 す る 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関

す る 条 例 第 二 条 第 二 項 及 び 第 五 項 の 規 定 の 適

用 に つ い て は
、

同 条 第 二 項 中 「 百 分 の 百 二 十」

と あ る の は「 百 分 の 百 六 十 五」 と
、

同 条 第 五 項

中「 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で に 規 定 す る 給 料

表」 と あ る の は「 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で 並

び に 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る

条 例（ 平 成 十 三 年 大 阪 府 条 例 第 七 十 号 ） 第 五 条

第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 給 料 表」 と す る
。  

  

１－９ 



（ 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 
第 四 条  一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

   附  則  

（ 施 行 期 日 等 ） 

１  こ の 条 例 は
、

公 布 の 日 か ら 施 行 す る
。  

２  第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 給 与 条 例」

と い う
。 ） の 規 定（ 新 給 与 条 例 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 を 除 く
。 ）、 第 二 条 の 規 定 に

よ る 改 正 後 の 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 期 末 勤 勉 手

当 条 例」 と い う
。 ） の 規 定
、

第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員

の 採 用 等 に 関 す る 条 例（ 以 下 「 新 任 期 付 研 究 員 条 例」 と い う
。 ） の 規 定 及 び 第 四

条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新

任 期 付 職 員 条 例」 と い う
。 ） の 規 定 は
、

令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る
。  

（ 内 払） 

３  新 給 与 条 例
、

新 期 末 勤 勉 手 当 条 例
、

新 任 期 付 研 究 員 条 例 又 は 新 任 期 付 職 員 条

例 の 規 定 を 適 用 す る 場 合 に お い て は
、

第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 職 員 の 給 与

に 関 す る 条 例
、

第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関

す る 条 例
、

第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す

改 正 後  改 正 前  

  
（ 特 定 任 期 付 職 員 の 給 与 の 特 例 ） 

第 七 条  （ 略） 

給
料
月
額

 

円
 

38
5
,0

0
0
 

43
1
,0

0
0
 

48
5
,0

0
0
 

55
0
,0

0
0
 

62
6
,0

0
0
 

73
1
,0

0
0
 

85
8
,0

0
0
 

号
給

 

 １
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

２ ― ５  （ 略） 
 

第 八 条  （ 略） 

２  （ 略） 

３  特 定 任 期 付 職 員 に 対 す る 職 員 の 期 末 手 当 及

び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 第 二 条 第 二 項 及 び 第

五 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は
、

同 条 第 二 項 中

「 百 分 の 百 二 十 二 ・ 五」 と あ る の は「 百 分 の 百

七 十」 と
、

同 条 第 五 項 中「 同 項 第 二 号 か ら 第 五

号 ま で に 規 定 す る 給 料 表」 と あ る の は「 同 項 第

二 号 か ら 第 五 号 ま で 及 び 一 般 職 の 任 期 付 職 員

の 採 用 等 に 関 す る 条 例（ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例

第 八 十 六 号 ） 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 給 料 表」

と す る
。  

４  （ 略） 

（ 特 定 任 期 付 職 員 の 給 与 の 特 例 ） 

第 七 条  （ 略） 

給
料
月
額

 

円
 

38
2
,0

0
0
 

42
8
,0

0
0
 

48
2
,0

0
0
 

54
6
,0

0
0
 

62
2
,0

0
0
 

72
6
,0

0
0
 

85
2
,0

0
0
  

号
給

 

 １
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

２ ― ５  （ 略） 
 

第 八 条  （ 略） 

２  （ 略） 

３  特 定 任 期 付 職 員 に 対 す る 職 員 の 期 末 手 当 及

び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 第 二 条 第 二 項 及 び 第

五 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は
、

同 条 第 二 項 中

「 百 分 の 百 二 十」 と あ る の は「 百 分 の 百 六 十 五」

と
、

同 条 第 五 項 中「 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で

に 規 定 す る 給 料 表」 と あ る の は「 同 項 第 二 号 か

ら 第 五 号 ま で 及 び 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用

等 に 関 す る 条 例（ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十

六 号 ） 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 給 料 表」 と す る
。  

 

４  （ 略） 
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る 条 例 又 は 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る

条 例 の 規 定 に 基 づ い て 令 和 五 年 四 月 一 日 以 後 の 分 と し て 支 給 さ れ た 給 与 は
、

そ

れ ぞ れ 新 給 与 条 例
、

新 期 末 勤 勉 手 当 条 例
、

新 任 期 付 研 究 員 条 例 又 は 新 任 期 付 職

員 条 例 の 規 定 に よ る 給 与 の 内 払 と み な す
。  
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